
 令和６年度 第２回 国道１６９号 下北山村上池原地区 
防災対策検討委員会 

 

日時：令和６年４月２２日（月）１８：００～ 

場所：奈良国道事務所４階第一会議室（対面、オンライン会議併用） 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１． 開会 

     

 

２． 議事 

（１）本格復旧案の検討に必要な調査内容について 

（２）今後のスケジュールについて 

（３）仮橋の進捗状況について 

（４）質疑・意見交換 

 

 

３． その他 

 

 

 

 

                                    

 

配付資料 

 

資料１：本格復旧案の検討に必要な調査内容について  

資料２：今後のスケジュールについて 

資料３：仮橋の進捗状況について 



○ 本格復旧案の検討に必要な調査内容について
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資料１



本格復旧案の検討に必要な調査内容について
■ 臨時委員会（3/7）の資料抜粋
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本格復旧案の検討に必要な調査内容について
■ 臨時委員会（3/7）の資料抜粋
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本格復旧案の検討に必要な調査内容について
■ 臨時委員会（3/7）の資料抜粋
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調査内容検討に向けた有識者へのヒアリング結果（R6.4.4実施）

 調査内容や方法については、地形判読などの広範囲の調査結果
を踏まえて、ターゲットを絞りながら精度を高めて実施するべきであ
る。

 早くボーリング調査を実施し、災害以降のこれまでの調査と組み合
わせ、被災箇所の危険度を評価するべきである。

 調査済みのボーリングコアでは、地表に近い部分と深さ３０ｍ付
近に亀裂があるので、深さ３０ｍ付近の亀裂がすべり面と考えら
れるが、今後のボーリング結果ですべり面判断すれば良い。
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本格復旧案の検討に必要な調査内容について（今回被災箇所）

国 道

169
ROUTE

深層崩壊危険流域
連続性のあるリニアメント

明瞭な遷急線
(浸食や崩壊が発生していると判断で
きるもの)

崖線・急崖

円弧状クラック（亀裂）

崩壊地 ・ 崩壊跡地

ガリー

地すべり地形 ・
岩盤クリープ斜面

溝状凹地 ・ 二重山稜

扇状地・沖積地・土石流錐・
土石流段丘

深層崩壊に起因する地形条件（崩壊地・
崩壊跡地、ガリーなど）が密集した斜面で明
瞭な遷急線に囲まれた範囲。

※地形判読図︓R2年度奈良県（H26年度LP図を使用）

BH-1
ボーリング調査
(50m程度)
空中電磁探査

○ これまでの調査で明らかになったこと︓地形判読を行った結果、深層崩壊に起因する地形が密集した斜面で遷急線に囲まれたエリアが
深層崩壊危険流域の範囲

○ これからの調査で明らかにすること︓ボーリング調査(ボアホールカメラ)を実施することにより、規則的な開口亀裂や構造が連続しない不
安定な岩盤層、及び地下水の有無を調査し、深層崩壊危険流域における危険度や土塊の厚さ
を明らかにする

★今回の被災箇所でボーリング調査(ボアホールカメラ)を実施
⇒山裾部で１箇所（BH-1）で垂直ボーリング、水平ボーリング、斜ボーリング(各50m程度)を実施

垂直ボーリング4本（完了）
・応急工事の検討、傾斜計の設置のため、
昨年度中に各30m程度を実施

被災箇所
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深層崩壊危険流域における土塊の厚さの検討方法 (今回被災箇所)
・鉛直、水平、斜ボーリングにより土塊の厚さを確定する(イメージ図)

池原貯水池

開口亀裂や地下水等

鉛直ボーリング(50m程度)

斜ボーリング(50m程度)

水平ボーリング(50m程度)

異なる方向に対してボーリング調
査を実施し、深層崩壊の危険
度や土塊の厚さを明らかにする

R169

深層崩壊すべり線
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鉛直ボーリング4本完了
(30m程度)
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